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「～ことがある」の分析 

 

１． 序論 

各言語にはそれぞれの文の構造がある。日本語はいろいろな文の意

味を構成する表現がある。例えば「～てください」、「～てもいいです」、

「～ことがある」である。本論文は、「～ことがある」の意味及び「～こ

とがある」と結びつく品詞を分析するものである。 

 

２． 本論 

「～ことがある」という文型は経験を述べる。「～ことがある」は

普通形の語と過去形の語に付く。「タ形＋ことがある」は経験を述べる。

インドネシアの語で‘pernah’という意味になる。また、「ル形＋ことが

ある」のは蓋然牲を述べる。インドネシア語で  ‘kadang-kadang/ada 

kalanya’という意味になる、次に分析例をあげてみる。論文にある分析

は次のように見せる。 

1. 彼女はあの町にいたことがある。(NRHB:144) 

Ia pernah berada di kota itu. 
１の文の「ことがある」はタ形の動詞 「いた」に付く。動詞の種

類を見ると「いた」は静の動詞である。「タ形＋ことがある」の

は ’pernah’ の意味を表す。したがって、この文はみる女がある町にいたと

いう情報を提供している文である。今は他の町にいるのである。 
2. この店のミルクはたまに古いことがあります。(http://sumeetbajaj.org) 

 
Susu di toko ini kadang-kadang sudah basi. 
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２の文の「ことがある」はル形の形容詞「古い」に付く。「ことがあ

る」は「たまに」のような副詞といっしょに使える。「たまに」の意

味はインドネシアごで‘kadang-kadang’である。「ル形＋ことがあ

る」のは‘kadang-kadang/ada kalanya’という意味を表す。したがって、

この文はたまにという情報を提供している文である。  

 
３． 結論 

分析の結果は次のような結論である。 

１． 品詞に「ことがある」が付くのは： 

品詞 提供 

名詞 
辞書形＋ことがある 

タ形＋ことがある 

動詞 

辞書形＋ことがある 

辞書形＋ことはない 

辞書形＋ことがあった 

ない形＋ことがある 

タ形＋ことがある 

タ形＋こともない 

タ形＋ことがあった 

なかった＋ことがある 

形容詞 辞書形＋ことがある 
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辞書形＋ことがあります 

タ形＋ことがある 

形容動詞 

辞書形＋ことがある 

辞書形＋こともある 

タ形＋ことがある 

 

2. 「ことがある」に付く動詞の種類は： 

動詞の種類 動詞 

静動詞 見えない、できる、いた、間に合

う、いる、 

断言動詞 おそう、悪化する、教えた、旅出さ

ぬ、する、 

瞬間動詞 知る、なる、起こる、変わる 

 

3. 「ことがある」意味は： 

品詞 提供 意味 

名詞 
辞書形＋ことがある 

タ形＋ことがある 

Kadang-kadang 

Pernah 

動詞 
辞書形＋ことがある 

辞書形＋ことはない 

Kadang-kadang 

Kadang-kadang tidak 
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辞書形＋ことがあった 

 

ない形＋ことがある 

タ形＋ことがある 

タ形＋こともない 

タ形＋ことがあった 

なかった＋ことがある 

Kadang-kadang (lampau) 

 

Kadang-kadang tidak ~ 

Pernah 

Tidak pernah ~ juga 

Pernah (lampau) 

Pernah tidak ~ (lampau) 

形容詞 
辞書形＋ことがある 

タ形＋ことがある 

Kadang-kadang 

Pernah  

形容動詞 

辞書形＋ことがある 

辞書形＋こともある 

タ形＋ことがある 

Kadang-kadang 

Kadang-kadang ~ juga 

Pernah  
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